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ＫＭ2022の経済波及効果について



構成

（1）ＫＭ2022ランナーアンケートの概要

（2）ＫＭ2022の石川県内への経済波及効果

（3）ランナーの参加回数別消費単価・同行者数

（4）県外ランナーの観光動向

（5）まとめ
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表１ KM2022ランナーアンケート回答者

資料：KM2022ランナーアンケート結果をもとに作成

・今回のアンケート回答者総数
は４，０４１件

・回答者の地域別の構成は事前
登録者の地域別構成と近似し
ており、母集団の状況を反映
しているものと考えられる。
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表２ ランナーアンケート回答者地域別内訳推移

資料：KM2022ランナーアンケート結果をもとに作成
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図１ 参加ランナー同行者数の推移

資料：KM2022ランナーアンケート結果をもとに作成

・参加ランナーの一人当たり同
行者数は、KM2021と比べて
全体として微増。
・また、全体の同行者数は参加
ランナーが増加したことも
あって4,931人から6,536人に
増加。
・ただし、KM2021同様に参加
ランナーを国内在住者に限定
したことから、KM2019に比
べると依然低い水準。
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図２ 県外ランナーの地域別同行者数の推移

資料：KM2022ランナーアンケート結果をもとに作成

・隣接県ランナーの同行者数は微増、遠隔県ランナーでは微減。
・遠隔県ランナーの微減は、関東圏や近畿圏の微減が主因。一方で、東
海圏では微増。

・全体として、県外ランナーの地域別同行者数に大きな違いはない。
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図３ 参加ランナーの消費単価推移

資料：KM2022ランナーアンケート結果をもとに作成

・消費単価はKM2021に比べて
全体的に増加。
・遠隔県ランナーの消費単価は
久しぶりに4万円を上回る
（40,591円）。
・ただし、消費単価の高い海外
ランナーの参加が見送られた
ことでKM2019と比較する
と全体の消費単価は依然低い
水準。
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図４ 県外ランナー 地域別消費単価の推移

資料：KM2022ランナーアンケート結果をもとに作成
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・どの地域もKM2021に比べて上昇。とくに遠隔県ランナーの消費単価
は久しぶりに4万円を上回る（40,591円）。

・遠隔県において、関東圏ランナーの消費単価が他圏域のランナーに比
べて相対的に高くなるという傾向自体に変化はない。



表７ 消費総額の推計

資料：KM2022ランナーアンケート結果をもとに作成

・KM2021に比べると、参加ラン
ナー等の増加などから、消費総額
は増加。

・一方で、KM2019に比べると、
消費単価の高い海外ランナーの参
加が見送られたことから、ラン
ナー等の消費総額（推計）は８.

２億円⇒4.７億円と依然として大
きく下回っている。

・沿道応援者等の消費総額（推計）
も７.２億円⇒４.０億円と同様に
下回っている。
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図５ 石川県内への経済波及効果額の推移

資料：KM2022ランナーアンケート結果をもとに作成

・KM2022開催による石川県
内への経済波及効果は、マ
ラソン参加者が県内で消費
することによって生まれる
「直接効果」が１０.９億
円、直接効果によって誘発
される「第1次波及効果」
が２.６億円、「第２次波
及効果」が１.８億円と
なった。
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ランナー参加回数別内訳

資料：KM2022ランナーアンケート結果をもとに作成

・回を重ねるごとにリピーターは着実に増加。一方で、県外ランナー
の初回参加率は約５割を維持しており、初めて参加するランナーも
着実に取り込んでいる。市民マラソン大会として定着するとともに、
人気が衰えていないことを示している。
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図８ ランナー参加回数別消費単価

資料：KM2022ランナーアンケート結果をもとに作成

・KM2022の消費単価を県内
外で比較すると、県外の消
費単価が圧倒的に高い。

・また、参加回数を重ねても、
消費単価は比較的安定して
いる。とくに、県外ラン
ナーの消費単価は高い水準
を維持している。

・なお、回を重ねるごとに全
体の消費単価が低下するの
は、県内・県外間の構成比
の変化によるもの。
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図９ ランナー参加回数別同行者数

資料：KM2022ランナーアンケート結果をもとに作成

・KM2022の同行者数を県内
外で比較すると、大きな差
を確認することはできない。
・また、回を重ねるごとの変
化についても、必ずしも確
認することができない。

13



表11 県外ランナーの観光動向

資料：KM2022ランナーアンケート結果をもとに作成

・KM2022の県外ランナー
の実観光者比率や1人当
たり観光件数は、新型コ
ロナ感染症が生じる前の
KM2019と比較して、大
きな変化はみられない。

・観光先についても、引き
続き市内中心部の観光ス
ポットに人気が集中して
いる点に変化はみられな
い。

14



まとめ（１）

・KM2022の開催による経済波及効果は約１５.３億円と推計される。
前回大会（KM2021）の経済波及効果額約１２.５億円と比べると約
２.８億円の増加となったが、海外ランナーが参加した2019年大会
（KM2019）の約２２.６億円と比べると、約3分の2の効果にとど
まっている。

・KM2021に比べて経済波及効果額が増加したのは、参加ランナーの
増加やそれに伴うランナー同行者の増加、消費単価の増加等による
ものと考えられる。
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まとめ（２）

・参加ランナーの消費単額は全体的に増加したものの微増にとどまっ
ている。また、参加ランナーはあくまでもマラソンへの参加が主目
的であり周辺観光などは比較的小規模であり、この傾向はKM2022

においても変わっていないとみられる。加えて、回を重ねるごとに
リピーターが増加しているが、これらリピーターの消費単価が回を
重ねるごとに低下していくような傾向はみられない。

・このため、経済波及効果をさらに高めていくためには、消費単価の
高い海外ランナーや関東圏をはじめとした遠隔県ランナーの参加を
促し、加えて、自粛要請などを伴わない沿道応援の実現を通じて沿
道応援者を増やしていくことなどがカギを握るものと考えられる。
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